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上
野
の
杜
の

波
瀾
万
丈

第
六
回

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の

時
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歌
劇
場
で
舞
台
監
督
ま
で
務
め
た
人
物
が
、

昭
和
初
め
の
東
京
音
楽
学
校
に
着
任
し
た
。

マ
ー
ラ
ー
や
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
な
ど
当
時
の
現
代
曲
を
次
々
に

取
り
上
げ
た
、
忘
れ
え
ぬ
ユ
ダ
ヤ
系
音
楽
家
。

橋
本
久
美
子

ド
イ
ツ
よ
り
招
聘
さ
れ
た
大
物

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
十
一
日
、
夏
休
み
明
け
の
始

業
式
。
奏
楽
堂
の
壇
上
に
新
任
の
外
国
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
ベ

ル
リ
ン
か
ら
シ
ベ
リ
ア
大
陸
を
横
断
し
、
船
に
乗
り
継
ぎ
約
二

週
間
か
け
て
着
京
し
た
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
（
一

八
八
三
年
七
月
二
十
四
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
郊
外
〜
一
九
七
二
年
十

二
月
七
日
東
京
）
で
あ
る
。
彼
を
支
え
る
乘
杉
嘉
壽
校
長
は
欧

米
視
察
の
た
め
不
在
。
高
野
辰
之
校
長
代
理
に
よ
る
紹
介
が
同

窓
会
誌
『
同
声
会
報
』
に
載
っ
て
い
る
。「
氏
は
ミ
ユ
ン
ヘ
ン

市
に
生
ま
れ
ウ
イ
ン
で
マ
ー
ラ
ー
に
就
き
、
後
プ
ラ
ー
グ
ブ
レ

ー
メ
ン
等
の
劇
場
の
歌
劇
作
者
、
舞
台
監
督
や
顧
問
に
歴
任
し
、

一
九
一
八
年
マ
ツ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
招
聘
せ
ら
れ
た
と

い
ふ
立
派
な
履
歴
を
も
つ
て
居
ら
れ
る
方
で
、
斯
く
の
如
き
世

界
一
流
に
属
す
る
先
生
を
迎
へ
て
吾
々
は
歓
喜
に
堪
へ
ぬ
」　

拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
四
十
八
歳
は
、
歴
代
お
雇
い
外
国
人
教
師

の
な
か
で
も
、
歌
劇
場
音
楽
監
督
と
指
揮
者
歴
二
十
年
以
上
、

新
聞
四
紙
の
批
評
を
担
当
す
る
大
物
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
系
の

名
門
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
家
は
祖
父
ル
ー
ド
ル
フ
が
一
代
で
富

を
築
き
、
数
学
者
で
美
術
蒐
集
家
の
父
ア
ル
フ
レ
ー
ト
は
息
子

と
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
を
ピ
ア
ノ
連
弾
で
楽
し
み
、
ナ
チ
ス
に
接
収

さ
れ
る
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
美
術
館
の
よ
う
な
豪
邸
を
構
え
て

い
た
。

　

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
が
な
ぜ
招
聘
に
応
じ
た
の
か
。
彼
を
追

っ
て
昭
和
八
年
来
日
し
た
長
男
ハ
ン
ス
・
エ
ー
リ
ク
が
昭
和
五

十
九
年
に
本
学
百
年
史
編
集
委
員
会
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

父
は
東
京
音
楽
学
校
の
シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ
か
ら
後

任
に
誘
わ
れ
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
市
立
劇
場

総
監
督
就
任
を
逃
し
、
急
遽
、
決
意
し
た
。
市
議
会
で
選
出
さ

れ
る
市
立
劇
場
総
監
督
に
、
与
党
・
社
会
民
主
党
機
関
紙
の
音

楽
批
評
家
ク
ラ
ウ
ス
が
推
薦
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
見
ら
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
三
一
年
五
月
の
選
挙
直
前
、
議
長
宅
に

夜
遅
く
か
け
た
電
話
を
取
り
次
い
で
貰
え
な
か
っ
た
彼
は
、
持

ち
前
の
癇
癪
を
爆
発
さ
せ
、
電
話
口
の
女
性
を
罵
倒
し
た
。
翌

日
、
す
っ
か
り
機
嫌
を
直
し
て
議
長
に
「
お
宅
の
女
中
は
ひ
ど

い
」
と
言
う
と
、「
そ
れ
は
私
の
妻
だ
」。
ク
ラ
ウ
ス
は
少
年
時

代
か
ら
相
手
が
上
級
生
で
も
議
論
し
喧
嘩
し
、
翌
日
は
ニ
コ
ニ

コ
話
し
か
け
る
人
気
者
だ
っ
た
が
、
今
回
は
彼
の
流
儀
が
通
用

し
な
か
っ
た
。
次
男
ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ー
ベ
ル
ト
は
著
書
『
ク
ラ

ウ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
二
世
回
想
録
』
で
、
父
に
東
京
行

き
の
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
酷
評
家
と
し
て
ド
イ
ツ
中
か

ら
反
感
を
買
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
と
も
あ
れ
電
話
事
件

の
三
か
月
後
、
彼
は
上
野
に
向
か
っ
た
。

賛
否
両
論
の
斬
新
な
プ
ロ
グ
ラ
ム　

　

東
京
音
楽
学
校
は
創
立
か
ら
四
十
四
年
目
。
昭
和
七
（
一
九

三
二
）
年
初
の
作
曲
専
攻
生
が
入
学
、
初
の
外
国
人
男
性
声
楽

教
師
を
増
員
、
昭
和
八
年
上
野
児
童
音
楽
学
園
も
開
園
、
ま
た

昭
和
十
一
年
に
は
邦
楽
科
設
置
と
い
う
乘
杉
校
長
時
代
で
あ
る
。

　

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
着
任
早
々
、
音
楽
学
校
と
海
軍
軍
楽

隊
を
併
せ
た
八
十
名
ほ
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
、
全
校
生
徒
二

百
三
十
八
名
の
合
唱
練
習
を
開
始
し
た
。
十
二
月
五
日
の
日
比

谷
公
会
堂
で
の
初
演
奏
は
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ

ー
ム
ス
に
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
《
ト
リ
ス
タ
ン
前
奏
曲
》
で
概
ね

好
評
。
練
習
は
週
十
時
間
、
定
期
演
奏
会
は
年
四
回
と
倍
増
。

昭
和
十
二
年
七
月
の
「
告
別
演
奏
会
」
ま
で
、
演
奏
会
は
四
十

回
に
及
ん
だ
。
日
本
初
演
は
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
五
曲
を
含
む

三
十
二
曲
、
乘
杉
校
長
と
音
楽
学
校
に
献
呈
し
た
自
作
《
管
絃

楽
協
奏
曲
》
は
世
界
初
演
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ル
の
学
校
オ
ペ
ラ

《
ヤ
ー
ザ
ー
ガ
ー
》
は
世
界
初
演
か
ら
二
年
目
に
日
本
初
演
さ

れ
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
演
奏
会
形
式
《
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
》

の
部
分
日
本
初
演
は
レ
コ
ー
ド
十
吋イ

ン

盤チ

四
枚
に
吹
き
込
ま
れ
た
。

マ
ー
ラ
ー
や
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
な
ど
近
現
代
曲
が
急
増
し

て
演
奏
会
も
一
新
。「
油
の
り
す
ぎ
」
の
異
名
を
と
っ
た
校
長

も
、
外
国
人
教
師
は
週
十
八
時
間
以
内
と
い
う
契
約
が
破
ら
れ

「
熱
心
の
余
り
十
数
時
間
も
余
分
に
御
奉
公
」、「
指
導
振
り
は

熱
誠
そ
の
も
の
」
で
「
五
時
間
位
ブ
ツ
通
し
」
の
練
習
に
圧
倒

さ
れ
た
（『
音
楽
評
論
』
昭
和
十
二
年
）。『
文
部
省
関
係
往
復

文
書
類
』
に
よ
れ
ば
昭
和
十
二
年
四
月
現
在
の
担
当
時
間
数
は
、

管
絃
楽
、
合
唱
、
唱
歌
、
作
曲
合
わ
せ
て
二
十
二
時
間
。
ほ
か

の
外
国
人
教
師
よ
り
四
〜
六
時
間
も
多
い
。

　

欧
州
楽
壇
と
肩
を
並
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
賛
否
両
論
、

む
し
ろ
酷
評
が
相
次
い
だ
。
で
は
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
孤
軍

奮
闘
、
音
楽
学
校
に
失
望
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
意
外
に

も
、
彼
は
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
や
生
徒
た
ち
に
つ
い
て
悲
観

的
な
言
葉
を
発
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
東
京
音
楽
学
校

の
明
日
を
、
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
管
弦
楽
団
、
あ
る
い
は
ベ
ル
リ

ン
・
ジ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
と
見
定
め
、
し
か
も
生
徒
た
ち
の
能

力
と
努
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
実
現
可
能
と
考
え
た
。
ま
た
音
楽

学
校
は
古
典
派
で
良
い
と
い
う
の
は
「
錯
誤
と
無
理
解
の
連

鎖
」
と
反
論
。
強
硬
で
高
踏
的
な
姿
勢
は
批
評
家
を
敵
に
回
し

た
が
、
彼
は
何
よ
り
生
徒
と
の
日
々
に
夢
中
で
あ
っ
た
。
合
唱

の
時
間
に
生
徒
の
名
前
を
お
か
し
な
発
音
で
呼
ん
だ
と
き
に
沸

き
起
こ
っ
た
「
嬉
し
さ
う
な
、
実
に
心
か
ら
の
高
笑
ひ
」
で
、
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「
生
徒
達
と
の
仕
事
が
私
に
と
つ
て
非
常
に
軽
快
な
、
愉
快
な
、

楽
し
い
も
の
に
成
つ
た
」「
最
初
の
日
か
ら
音
楽
学
校
を
我
家

の
様
に
感
じ
た
事
は
、
私
自
身
に
と
つ
て
何
よ
り
の
驚
愕
で
あ

つ
た
」（
学
友
会
『
音
楽
』
第
十
六
号
、
第
十
八
号
）。

　

教
え
子
は
金
子
登の

ぼ
り、

山
田
和
男
、
藤
山
一
郎
、
柴
田
睦む

つ

陸む

、

長
門
美
保
、
安
部
幸
明
、
平
井
康
三
郎
、
高
田
三
郎
、
長
谷
川

良
夫
等
、
指
揮
、
声
楽
、
作
曲
の
各
分
野
に
わ
た
る
。
ピ
ア
ノ

専
攻
だ
っ
た
山
田
は
、
著
書
『
一
音
百
態
』
で
マ
ー
ラ
ー
に

「
ふ
る
え
が
く
る
ほ
ど
に
感
銘
を
受
け
」「
音
楽
の
醍
醐
味
に
開

眼
し
た
」
と
記
し
、
金
子
は
聞
き
取
り
調
査
に
答
え
て
「
拍
と

拍
の
間
の
間
隔
」
を
教
わ
っ
た
と
語
る
。
彼
の
特
訓
を
受
け
た

児
童
学
園
も
原
語
の
合
唱
で
出
演
。
手
厳
し
い
批
評
家
も
子
供

た
ち
に
は
温
か
か
っ
た
。
太
田
黒
元
雄
は
昭
和
十
年
二
月
の
マ

ー
ラ
ー
《
第
三
交
響
曲
》
に
つ
い
て
「
子
供
の
合
唱
が
い
ち
ば

ん
う
ま
か
つ
た
」（『
東
京
日
日
新
聞
』）、
諸
井
三
郎
は
同
年
十

月
の
リ
ス
ト
《
ダ
ン
テ
交
響
曲
》〈
煉
獄
篇
〉
に
出
演
し
た
児

童
合
唱
を
「
天
国
の
救
ひ
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』）
と
評
し
た
。

近
現
代
曲
を
広
め
た
功
績

　

契
約
は
二
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
二
（
一
九
三

七
）
年
七
月
三
十
一
日
の
満
期
に
は
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
。
ナ

チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
政
策
に
疎
い
日
本
国
内
は
突
然
の
出
来
事
と

驚
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
九
年
十
月
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
生
誕
七

十
年
祝
賀
日
独
音
楽
交
換
放
送
」
に
お
い
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

作
曲
《
十
六
声
部
無
伴
奏
混
声
合
唱
》（
日
本
初
演
）
が
、「
二

分
の
一
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
あ
る
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
指
揮
に
よ
っ

て
、
同
盟
国
官
立
学
校
の
奏
楽
堂
か
ら
対
独
放
送
さ
れ
た
こ
と

は
、
ナ
チ
ス
に
と
っ
て
も
は
や
看
過
し
が
た
い
事
件
で
あ
っ
た
。

彼
に
対
す
る
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
の
圧
力
を
示
す
資
料
は
学
内
で

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ナ
チ
ス
公
認
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
フ
ェ

ル
マ
ー
が
、
後
任
と
し
て
ド
イ
ツ
宣
伝
省
に
提
出
し
た
履
歴
書

は
一
九
三
七
年
二
月
十
四
日
付
。
最
後
に
「H

eil H
itler!

」

と
あ
る
。
終
戦
の
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
八
月
に
『
東
京
新

聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
話
で
は
、
十
二
年

に
ド
イ
ツ
宣
伝
省
か
ら
辞
職
強
要
の
通
達
が
二
度
あ
っ
た
と
い

う
。
奏
楽
堂
で
十
三
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
歓
迎
演
奏
会

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
音
楽
学
校
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
「
外
国

人
講
師
」
を
採
用
し
た
。
十
三
年
三
月
に
は
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ク

ロ
イ
ツ
ァ
ー
（
〜
十
九
年
三
月
）、
十
四
年
六
月
に
は
「
四
分

の
一
ユ
ダ
ヤ
人
の
可
能
性
と
思
想
問
題
」
を
理
由
と
す
る
外
務

省
か
ら
の
圧
力
を
退
け
、
音
楽
学
校
就
職
を
切
望
す
る
マ
ン
フ

レ
ッ
ド
・
グ
ル
リ
ッ
ト
を
指
揮
で
は
な
く
作
曲
と
ピ
ア
ノ
と
合

奏
の
担
当
で
（
〜
十
八
年
三
月
）。

　

さ
て
、
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
昭
和
十
二
年
秋
タ
イ
に
渡
る

が
、
ド
イ
ツ
を
脱
出
し
た
次
男
を
迎
え
る
た
め
十
四
年
五
月
再

来
日
し
、
東
京
で
終
戦
。
二
十
一
年
秋
次
男
と
渡
米
。
二
十
六

年
武
蔵
野
音
楽
大
学
教
授
と
な
り
、
三
十
四
年
勲
四
等
瑞
宝
章
。

四
十
七
年
十
二
月
七
日
、
東
京
で
八
十
九
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

音
楽
学
部
定
期
演
奏
会
は
彼
の
弟
子
た
ち
の
指
揮
で
再
開
し

た
。
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
は
山
田
和
男
が
プ
ー
ラ
ン
ク
の

《
二
台
の
ピ
ア
ノ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
》
と
フ
ォ
ー
レ

の
《
レ
ク
イ
エ
ム
》、
三
十
五
年
六
月
金
子
登
が
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
《
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の
愉
快
な
い
た
ず

ら
》、
同
年
十
一
月
も
金
子
が
マ
ー
ラ
ー
の
《
交
響
曲
第
二

番
》「
復
活
」。
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
六
年
間
が
な
け
れ
ば
、

本
学
で
近
現
代
曲
が
親
し
ま
れ
る
に
は
さ
ら
に
年
月
を
要
し
た

で
あ
ろ
う
。

（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
音
楽
学
部
講
師
）

次
号
予
告

「
中
国
人
留
学
生
の
一
斉
帰
国
」　

昭
和
十
二
年
頃

　

明
治
三
十
年
代
末
よ
り
美
校
は
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
日
本
人
と
一
緒
に
教
育
し
、
留
学
生
た
ち
の
多
く
は
帰
国
後
母
国
の
美
術
の
指
導
者
と

な
り
、
ま
た
、
ほ
か
の
分
野
で
も
活
躍
し
た
。
現
在
、
中
国
や
台
湾
で
尊
敬
を
集
め
て
い
る

李
叔
同
を
は
じ
め
、
著
名
な
人
が
多
い
。

　

し
か
し
、
昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
勃
発
を
機
に
、
中
国
人
留
学
生
の
一
斉
帰
国
と
美
校

を
中
心
と
す
る
日
中
美
術
交
流
運
動
の
途
絶
と
い
う
事
態
を
招
き
、
そ
の
後
長
年
に
わ
た
っ

て
疎
遠
な
状
態
が
続
く
な
か
、
両
国
と
も
上
記
交
流
の
歴
史
を
忘
れ
去
っ
た
。
戦
前
の
交
流

運
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
交
流
を
考
え
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。

［写真2］
昭和8（1933）年3月卒業式
前列左より鴻澤又彦配属将校、3人おいてH.ヴ
ーハーペニヒ（声楽）、H.ヴェルクマイスター
（チェロ）、R.ポラック（ヴァイオリン）、L.シ
ロタ（ピアノ）、K.プリングスハイム、乘杉校
長、M.トル（声楽）、高野辰之（国語）

［写真2］

［写真3］
昭和10（1935）年2月16日 第74回定期演奏会 日比谷公会堂
マーラー《第三交響曲》。アルト独唱：平原壽惠子、児童合唱：上野児童音楽
学園児童、女声合唱：東京音楽学校生徒、管絃楽：東京音楽学校管絃楽部。管
打楽器44名中32名とコントラバス5名中4名が海軍軍楽隊関係者

［写真3］

［写真4］
鎌倉霊園にあるプリングスハイム
の墓（平成20年6月撮影）

［写真1］
クラウス・プリングスハ
イム
（1883年7月24日 ～
1972年12月7日）
1931年9月8日～1937
年7月31日在職

［写真1］




